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啓発は、未来の追求なり

奉仕は、真価の追求なり

協調は、繁栄の追求なり

創り、活かし、満たす

人のお役に立つために、創造提案型企業をめざす
2

経営理念

経営理念

社是
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会社概要

サンコーテクノ株式会社は、建設資材「あと施工アンカー」を主力事業とし、

皆さまの安全安心な暮らしを支えています。

サンコーテクノ株式会社

設立

代表者

本社

従業員数

市場

1964年５月15日

洞下 英人

千葉県流山市

連結：713名/単体：353名
(2025年３月31日現在)

東京証券取引所 スタンダード市場
証券コード：3435
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事業内容 -2025年３月期実績

（売上高：17,685百万円）

16.8%

83.2%

2025年３月期売上高

21,250百万円

ファスニング事業

（売上高：3,564百万円）

機能材事業

あと施工アンカー

電動油圧工具 工事管理 電子プリント基板

FRPシート各種測定機器

包装機器
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先付けアンカーと「あと施工アンカー」

先付けアンカーは、コンクリートが固まる前に取り付けますが、

固まった後、既存のコンクリート構造物に何かを止め付けたいときには…

先付けアンカー あと施工アンカー

建物の土台や柱など、設計段階で
決まっているものを固定するとき

標識や看板、照明など、
後から何かを止め付けるとき

「あと施工アンカー」が活躍します
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「あと施工アンカー」とは

あと施工アンカーは、コンクリートなどに対して物を固定・取り付ける際に使用されます

木材などには「釘」
コンクリートなどには
「あと施工アンカー」



Copyright © SANKO TECHNO GROUP All Rights Reserved. 7

あと施工アンカーの仕組み

芯棒

拡張部

芯棒を打ち込むことで
拡張部が広がる

製品名：オールアンカー（金属系アンカー 芯棒打込み式）

コンクリートに物を留め付ける
際などに使用される



Copyright © SANKO TECHNO GROUP All Rights Reserved.

空調設備の取付けベンチの固定駐輪場の設置

8

こんなところにサンコーテクノ

設備の固定
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コンクリート構造物への施工実績

9

こんなところにサンコーテクノ

橋脚補強耐震補強工事ジェットファンの固定
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業界トップシェア

あと施工アンカー市場における高い市場シェア

市場規模

46,542百万円

（24社）

約40％

※(一社)日本建設あと施工アンカー協会における、2024年販売調査結果報告書をもとに当社にて作成

あと施工アンカー業界

あと施工アンカー販売金額

国内シェア No.1
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トップシェアの背景

豊富な商品バリエーション

全国販売ネットワーク網

トータルファスニングシステム
穿孔から試験まで、一貫した価値を提供 25,000点以上の製品ラインナップ

各エリアが地域の特色に合わせたサービスを提供

首都圏 関西圏 HC

北部圏 中部圏 中四国圏 九州圏

各拠店
各拠店 各拠店

各拠店

穿 孔

アンカーメーカーの
視点でつくられたア
ンカーの下穴穿孔に
最適なドリルビット
「アンカードリル」

アンカー施工

様々なアンカー施工
に応じた施工ツール
や使いやすさを極め
たアンカー打込機が、
確実な締結を実現

強度確認試験

現場ニーズに応じた
最適な確認試験を可
能にする、非破壊試
験機「テクノテス
ター」シリーズ
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（億円）（億円）

売上高(左軸) 経常利益（右軸）

12

売上高と経常利益の推移（創業～2024年度）
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機能材事業への積極投資

• FRPシート

• アルコール検知器

• 電子基板

建築から建設へ

üあと施工アンカーの用途拡大

•土木分野への注力

•ファスナー市場への参入

13

当社の主要施策

新たな領域への挑戦安定した「強み」をいかす

M&A投資
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建設後50年以上経過する社会資本の割合

2023/3 2030/3 2040/3

14

安定した「強み」をいかす-社会資本の現状と将来予測

（国土交通省・「インフラメンテナンス情報」より作成）

¸高度経済成長期に整備された

インフラの急速な老朽化

¸インフラ老朽化は機能低下や

事故の原因に

¸建設後50年超の施設が今後

20年で急増

¸安全確保には維持保全が必須

Point
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24%

30%

21%

30%

28%

28%

46%

42%

51%

トンネル

橋梁

修繕完了 着手済 未着手

Ⅲ・Ⅳにおける修繕等措置の実施状況

15

安定した「強み」をいかす-インフラの健全性

インフラの健全性ー判定区分別

橋梁
約72万橋

健全

42%

予防保全段階

50%

早期措置段階

8%

緊急措置段階

0.1%

トンネル
約1.1万カ所

3%

68%

29%

0.2%

道路付属物等※

約4万施設

35%

53%

12%

0.04%

※道路付属物等：シェッド・大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等

健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

Ⅰ

2024.3末時点

〈 判定区分 〉

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

（国土交通省・「道路メンテナンス年報(令和5年度)」より作成）
※四捨五入の関係で、合計値が100%と一致しておりません。
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安定した「強み」をいかす-土木関連アンカー

施工時

16



Copyright © SANKO TECHNO GROUP All Rights Reserved. 17

新たな領域への挑戦

アルコール検知器 熱中アラーム ロジスティクス

引張試験機 紫外線硬化型FRPシート

体内アルコール濃度を測定し、

安全運転をサポート 熱中症予防指針を

アラーム音と数値で

お知らせ

熱中症対策に最適

あと施工アンカーの

強度を数値で

見える化し、

安全性を確保

太陽光で硬まる簡単補修材 〈使用例〉

シュリンク包装機

商品包装を

効率化

ストレッチ包装機

物流現場における

パレット包装の

自動化
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M＆A投資

フ
ァ
ス
ニ
ン
グ
関
連

機
能
材
関
連

6年間で7社をグループ化

浦和電研

成光産業

2019 2021

日本メカニック

WDS

光洋

新光ナイロン

アキヤ電気

2023 2024
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成長を支える３つの柱

19

長期ビジョン

地域密着型の拠店戦略に注力し、

「ユーザーの顔が見える」を強み

に地域へ根差した提案営業を推進

製品購入後も顧客をサポートする

ことで良好な関係性を構築し、永

続的なビジネスへ繋げる

ステークホルダーから選ばれる会

社となるため人財育成に注力する

とともに、時代に負けないDX推進

によって更なる発展を目指す

ソリューション営業 メンテンナンス力 人財育成・全体最適化・DX

売上高の成長イメージ

2024年3月期

210億円

2027年3月期

240億円

2034年3月期

500億円

¸M＆A戦略

¸新規事業創出

¸グループ連携

¸サステナビリティ

¸工事管理力強化

¸工法開発

¸R&D・市場開発

¸コト売り推進

¸拠店営業強化

¸販売商材の拡大

機能材事業

ファスニング事業
（エンジニアリング関連）

ファスニング事業
（ファスニング関連）

その他
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株主還元
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１株あたり配当金と配当性向の推移

21

株主還元

基本方針

・自己株式の取得や消却は、投資案
件や株価等を総合的に検討して実施

・必要な成長投資を優先しつつも、
前年実績を下限とした配当の継続
を原則とする（累進配当）

・株主優待制度の維持

2025年3月期の配当

・１株38円（配当性向26.8％）

・15年連続増配を継続

28 30 34 38 42 46

20.6%

16.9%
15.4%

26.8%
28.6% 29.1%

2022

3月期

2023

3月期

2024

3月期

2025

3月期

2026

3月期

2027

3月期

１株当たり年間配当金 配当性向
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株主優待

変更前 変更後(2025年９月末～)

2025年９月末より、株主優待制度を拡充しました

ー

【変更内容】

－優待内容：保有株式数によりクオカードを贈呈

株
式
保
有
数

100株以上
500株未満

500株以上

500

９月30日 ３月31日

500

1000 1000

３月31日

500株以上の
優待が４倍に

年１回 
500円分

基準日
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IR資料の入手場所・方法について

最新IR資料・決算情報・お知らせなどは

当社ホームページのIRページよりご覧いただけます

https://sanko-techno.co.jp/ir/

IR情報トップページ

■ 掲載資料

ー 決算短信、決算説明会資料

ー 有価証券報告書

ー 株主・株式情報 ほか

■ IRに関するお問い合わせ先

https://sanko-techno.co.jp/contact/contact_ir/



本日は誠にありがとうございました。

24
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補足資料
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中期経営計画（2025年３月期～2027年３月期）

ROICをはじめとした重要指標を意識しながら成長のための積極投資を行うことで、中長期的な拡大を目指す

前-中計期間 新-中計期間

2022年
3月期実績

2023年
3月期実績

2024年
3月期実績

2025年
3月期実績

2026年
3月期計画

2027年
3月期計画

売上高 18,735 20,604 21,142 21,250 22,000 24,000 

ファスニング事業 15,959 17,795 17,816 17,685 18,200 19,500

（うち土木向け製品） 590 569 724 659 850 950

機能材事業 2,775 2,809 3,325 3,564 3,800 4,500

（うちアルコール検知器関連） 640 898 545 606 700 800

設備投資額 1,228 618 371 3カ年累計3,000百万円

経常利益 1,697 1,948 2,042 1,305 1,660 1,780

経常利益率 9.1％ 9.5％ 9.7％ 6.1％ 7.6％ 7.4％

加重平均資本コスト（WACC） 4.95％ 4.10％ 3.78％ 4～5％（想定）

ROIC 8.40％ 8.92％ 8.11％ 4.4％ 5％以上 5％以上
ROE 7.78％ 9.37％ 10.61％ 6.3％ 6％以上 6％以上
１株当たり年間配当金（円） 28 30 34 38 42 46
配当性向 20.6％ 16.9％ 15.4％ 26.8％ 28.6％ 29.1％

（百万円）

（注）ファスニング事業・機能材事業の前-中計期間（実績）は、変更後のセグメント区分によった場合の売上高を記載
（注）加重平均資本コスト（WACC）は、CAPMによる株主資本コストと負債コストを加重平均し当社にて算出
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直近の業況 2026年３月期 第２四半期 実績

(百万円）

2025年3月期
2Q累計実績

2026年3月期
2Q累計予想

2026年3月期
2Q累計実績

前期比 計画比

売上高 10,078 10,500 10,274 ＋ 2.0% △ 2.1%

営業利益 742 800 746 ＋ 0.5% △ 6.7%

営業利益率(％) 7.4% 7.6％ 7.3% △ 0.1pt △ 0.3pt

経常利益 750 770 825 ＋ 10.1% ＋ 7.2%

親会社株主に帰属する

中間純利益 608 550 561 △ 7.7% ＋ 2.0%

84.8
93.2

101.5 100.7 102.7

0

50

100

22/3月期
2Q

23/3月期
2Q

24/3月期
2Q

25/３月期
2Q

26/3月期
2Q

売上高

(億円)

7.48
8.21

9.35

7.50
8.25

0

5

10

22/3月期
2Q

23/3月期
2Q

24/3月期
2Q

25/３月期
2Q

26/3月期
2Q

(億円)

経常利益
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完成イメージ図
建設地：流山工業団地内

 投資予定金額：約20億円
 着 工：2024年10月
 竣 工：2026年２月(予定）
 本稼働：2026年５月(予定）

新物流設備の特徴

・床面積が半分になる一方で、収
容量が2.5倍に増量（現設備対比）

・小ロット・多品種・多頻度化の
ニーズに迅速かつ効率的に対応
可能

・高効率モーターや太陽光発電等を
採用し、省エネルギー効率４％
以上の向上

28

新物流設備の投資

撮影日：2025年９月２日
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営業拠点：15拠点

29

グループネットワーク

全国の販売拠点では在庫も保有

全国営業・即納体制が可能に

日本国内：33拠点

海外：３拠点

製造拠点：２拠点

物流拠点：２拠点
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本資料の取扱いについて

■本資料はサンコーテクノ株式会社の事業及び業界動向についてのサンコーテクノ株式会社に
よる現在の予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています

■本資料における将来の展望に関する表明は、公表日現在において利用可能な情報に基づいて
サンコーテクノ株式会社によりなされたものであり、将来の出来事や状況を反映して将来の
展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではありません
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